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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は（１）ウィリアム・ワーズワースの詩における古物研究の影響を調査するこ
と（２）彼の生涯と作品における古物研究とワーズワースの旅行の関係を詳しく調べることです。
研究ではワーズワースの詩には全体を通して古物研究の影響がみられるが、その価値については矛盾する表現があるこ
とが分かりました。また、彼の旅行と古物研究に対する態度の間に動的関係が存在すると結論付けました。
今後の研究では、古物研究のみならず、スコラ哲学・自然哲学（近代科学）・「巨匠」の性格といった観点から、ルネ
ッサンス～18世紀にかけて興った知的文化でのワーズワースの詩の役割をより広く解明することが必要です。

研究成果の概要（英文）：The main research goals were to (1) demonstrate the influence of antiquarianism (a
ncient & medieval history and literature) on the poetry of William Wordsworth; and (2) demonstrate the con
nection between antiquarianism and Wordsworth's travels (1790-1837) in Wordsworth's life and works. The re
search concluded that the influence of antiquarianism on Wordsworth's poetry continues throughout his work
, but presents conflicting representations of the value of antiquarianism at different stages of his writi
ng. The research also concluded that a dynamic relationship exists between Wordsworth's travels and his at
titudes towards antiquarianism. Further research should illuminate the wider role of intellectual culture 
from the Renaissance to the eighteenth century on Wordsworth's poetry, including not only antiquarianism, 
but the related topics of scholasticism, natural philosophy (modern science), and the character of the 'vi
rtuoso'.
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１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者の過去の研究（博士論文含む）

ではいずれも、ワーズワースの詩におけるイ

ンスピレーション、方法論、詩的素材に古物

研究がどのように係わっているかを調べて

きました。研究開始時点では、詩人の手法と

18 世紀英国の古物研究の類似性を扱ってい

ますが、ワーズワースの詩には、古物研究だ

けでははかれない「自然と人間社会の統合」

という独自の視点があること、またこれまで

は、ロマン主義時代の古物研究に関する調査

が不十分であったことにも気づいていまし

た。 

 したがって本研究においては、ワーズワー

スの一部の作品にとどまらず、全作品を通し

た古物研究の影響を詳しく調査し、さらに、

ワーズワースが自然から受けた影響を調べ

るため、彼が生涯を通して頻繁に行っていた

旅行をたどり直すことを立脚点としました 

 
２．研究の目的 
 

本研究には二つの主目的がありました： 

(1) ワーズワースの詩における１８~１

９世紀の古物研究の影響を調査す

ること。 

(2) ワーズワースの詩におけるワーズ

ワースの旅行（１７９０〜１８３７

年）と古物研究の関係を詳しく調べ

ること。 

 

 
３．研究の方法  
 

(1) 平成２４年度には本研究は図書館の調

査に基づいていました。（a）ワーズワー

スの人生と詩（出版）に関連して１７９

０〜１８４２にかけての英国古物研究

を歴史的に概観することから始めまし

た。（b）それからワーズワースの詩にお

ける（特に「Lyrical Ballads」（１７９

８）から「Poems, Chiefly of Early and 

Late Years」（１８４２）という詩集に

渡って）古物研究の典拠を詳しく調査し

ました。学会での講演と論文では、短期

間の研究成果を発信しました。 

 

(2) 平成２５年度に二つの目的がありまし

た。（a）ワーズワースの詩と古物研究と

の間の複雑な関係を理解するために理

論的枠組みが確立しました。（b）ワーズ

ワースの「Memorials of a Tour in Italy, 

1837」という詩集における古物研究の影

響を理解するために、イタリアの古物場

所で現地調査を実施しました。 学会で

の講演と論文、及び出版した本の章で成

果を発信しました。 

 

４．研究成果 

研究成果は三つの主要部分に分かれていま

す。  

(1) 古物研究がワーズワースの詩に与える

影響に関する研究成果 

(2) ワーズワースの詩における彼の旅行

（１７９０〜１８３７）と古物研究の

関連（特に１８３７年のイタリアでの

彼のいわゆる「大陸旅行」の調査）に

関する研究成果 

(3) 上記の成果に基づいた今後の研究の方

向性。 

 

(1) 古物研究がワーズワースの詩に与える影

響に関する研究成果 

 

(a) 有益で理論的な枠組みの開発。Walter 

Jackson Bate、Allan Bewell、Peter Burke、

Basil Willey、Jonathan Wordsworth のよう

な学者の研究を引き継ぎ、1790 年から 1842

年にかけての時期にワーズワースの詩とイ

ギリス古物研究の関係に関する歴史的概観

をより明らかにするために、伝統的な「歴史

主義」の枠組みを使いました。次いで、ロラ



ン·バルト、ミハイル·バフチン、ミシェル・

フーコー、Jonathan Culler のような学者の

研究を引き継ぎ、ワーズワースの詩における

古物研究の多様な表現を探るために「構造主

義者」と「ポスト構造主義者」の理論の組み

合わせが最適な理論であると判断しました。 

 

(b) ワーズワースの詩における古物研究に

関する通史。本研究は彼の詩の中で歴史の役

割を少なくし、自然の役割を拡大するために、

ワーズワースが詩における古物研究のイメ

ージをよく使っていると結論付けました。同

時にこういう古物研究のイメージは（啓蒙思

想（エンライトメント））や科学的方法やフ

ランシス・ベーコンの作品に関連(かんれん)

している新しい科学的古物研究の方法（約１

６００〜１８００年）を支えています。 

 

(c)  ワーズワースの「Prelude」（序曲：詩

人の魂の成長）（１８０５版）の叙事詩(じょ

じし)における古物研究の影響。「Prelude」

の第５章と第６章の分析によってワーズワ

ースの古物研究イメージが啓蒙思想前のア

リストテレスの「スコラ学」と現代科学の間

の対立を表しているという結論に至りまし

た。これらの結論は学会で発表しました。 

 

(d) ワーズワースの「Excursion」（逍遥）（１

８１４版）の叙事詩(じょじし)における古物

研究の影響。「Excursion」の叙事詩に関する

分析はワーズワースの古物研究のイメージ

が彼の人生を通して古物研究に関する三つ

の異なった観点を保持していることを示し

ていると結論付けました。それぞれ観点が叙

事詩の中で三人のキャラクターで夫々(それ

ぞれ)を表わしています。これらの結論は学

術誌で発表しました。 

 

(e)   ワーズワースの「Ecclesiastical 

Sketches」（教会のソネット）（１８２２版）

の歴史的ソネットにおける古物研究の影響。

ワーズワースの「Ecclesiastical Sketches」

に関する分析によって、ワーズワースの 

古物研究描写がワーズワースは生涯の成果

や名誉を優先させるために、詩の分野での公

の歴史評価を操作したことを示していると

いう結論に至りました。これらの結論は

「Wordsworth Summer Conference 2013」と

いう国際学会で基調講演として発表されま

した。この講演は「Grasmere 2013」という

論集に出版されることになりました。 

 

(2) ワーズワースの詩における彼の旅行（１

７９０〜１８３７）と古物研究の関連（特

に１８３７年のイタリアでの彼のいわゆ

る「大陸旅行」の調査）に関する研究成

果 

 

(a) 文献の調査はワーズワースの１８３７年

に大陸旅行が衰退する１８世紀の古物研

究大陸旅行と新しい１９世紀のヨーロッ

パツアーの組み合わせを表していると結

論付けました。 

 

(b) 更に、ワーズワースの大陸旅行詩は個人

的古物研究の関心を西洋古典の歴史と美

術史の組み合わせとして示しています。

本研究は、ミシェル・フーコーや Walter 

Houghton 等学者の理論に次の、ワーズワ

ースの大陸旅行詩における古物研究の描

写がスコラ学と、１７〜１８世紀の現代

歴史学の間の対立だけでなく、古代及び

現代の古物研究家と、いわゆる「巨匠」

と言われる人物の間の対立をも表わして

いると結論付けました。 

 

(c) イタリアで古物場所の現地調査は実質的

研究成果（特にウンブリアの修道院とピ

サの古物とコモ湖等での発見に基づい

て）が得られました。イタリアの実地調



査はワーズワースの古物研究に関する関

心が１９世紀の古物研究知的文化よりも

個人的な好み、個人的な歴史に依存する

と結論付けました。 

 

(d) 特に、ワーズワースはローマやフィレン

ツェ のような有名古物がある主要都市

よりウンブリアの修道院・ピサ・ジェノ

バ・コモ湖の古物と環境の方を好みまし

た。これら成果は「The Oxford Handbook 

of William Wordsworth」という論集の中

の「Itinerant Wordsworth」（放浪者ワー

ズワース）というタイトルの章で発表し

ました。この章はワーズワースの古物研

究の関心と生涯の旅行間に強い関連が存

在するという議論があることを強調して

います。 

 

(3) 上記の成果に基づいた今後の研究の方向

性 

 

将来研究の主目的はワーズワースの詩にお

ける二つの古物研究に関する関連を明確に

することです： 

 

(a) ワーズワースの詩における古物研究の表

現に対する１８３７年以前のワーズワー

スの旅行の影響 

 

(b) ワーズワースの詩におけるスコラ学と現

代（１７〜１８世紀）ベーコン派の科学

の間の未解決の対立 
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